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＜都市は経済発展の担い手になりうるか＞ 

情報通信革命によって、都市は全

く新しい立地要件が必要になり、機

能的な都市地域はコンピューター

化、グローバル化によって都市の郊

外の地域も中心となる都市につな

がっていることが重要である。現代、

ますます地域間の競争が厳しくな

ってきており、都市圏はこのような

ネットワークを整えることが重要

である。 

 

＜知識経済（Knowledge Economy ）の構築に必要な要素＞ 

知識経済には、①知識基盤②経済的基盤、③文化施設、良質な病院があるか

などの暮らしやすさ、④国際空港、高速電車、鉄道などの移動手段、⑤成長が

多様性によって育まれる、創造性が高まるための都市の多様性（Urban 

diversity）、⑥大きいことが必ずしもよいことだとは限らなくバランスも必要

であるが都市のスケール、⑦貧困や不公平の緩和を積極的に行い経済的な発展

を可能にする社会の質、⑧街に住む人や企業にいかにこの街がすばらしいかを

伝えていく都市イメージが重要である。 

 
＜情報化時代に不可欠な都市間ネットワーク＞ 

情報化時代の今日では、都市間の

ネットワークが必要であり、誰でも

参加することができるネットワー

クが求められる。 

また、貧困の撲滅に向けて、すべて

のレベルで効率よく達成すること、

市長、民間セクターなどの組織力、

まとめていくリーダーシップ、政治

的、社会的サポートが必要である。



反公共的な動きは都市の魅力を阻害することになり、非常に活発な政府の動き

が都市の魅力を向上させる力となる。さらに、都市イメージの向上を図るため

にも、都市の再活性化はマスコミによるところも大きい。 

 
＜グローバル化の中での都市政策＞ 

つまり、国レベルで積極的に都市の

戦略が必要である。フランス、イギリ

ス、オランダのみで、都市づくりの包

括的アプローチが行われているが、ま

だヨーロッパではまだ限られている。

都市の発展には、経済、環境、アクセ

スの容易さのバランスがとれているこ

とが必要である。このためにも、これ

から民間セクターの参画も必要である。 

都市政策は①地方、都市圏レベル、

②国レベルのものと、さらに③新しい

協力体制を通じて大都市圏に機能を与

えること、グローバルな経済交流など

を通じて統合された政策の必要である。

バランスのとれた都市のシステムを作

っていくには、都市、国レベルでのネ

ットワークが大切であり、魅力的な都

市が都市圏の将来を決定することを十

分に認識する必要がある。 
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